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Abstract

　
‘Kawazu −zakura ’

（Prunu，s
’lannesiana　Wils．）is血e　 representativc 　carly −flowering　cherry 　in　I∠u　penins巳la．　The　time　 of

flowering　was 　rccorded 　to　exarnine 　the　relationship 　between刊owering 　time　and 　air　temperature 　in　Minamii ∠ u．

　
‘Kawazu −zakura ’

trees　in　the　Minamii7u 　region 　generally　bloomed　carlicr　at　warmer 　pluees．　The　time　offlowering 　ranged

over 　about 　one 　month 　among 　various 　g．　ites．　Tbe　average 　nowering　time　in　these　regions 　showed 　a　rallgc　of 　about 　two　weeks ，
The　appreciable 　fl  wer 　life　defined　as 　thc　pcriod　froin　two 　tenthg．　b］ooming 　to　fUlt　bloom　was 　comparative 且y　long　at　cightccn
days．　The　flowering　lime　showed 　a　higll　negative 　correlation 　to　thc　tcmperature　average 　R）r　51　 u）70　days　bcfbre　fi〔，werirlg ．
Maintenance 　ofcontinuous 　no “

・
ering 　ovcr 　a 　prolonged 　period　was 　noted 　at　the　Aono 　river 　embankment （Minamjizu−cho ）and

at 　Tanaka （Kawazu −cho ）．
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緒　　言

　
‘
カ ワ ヅ ザ ク デ （Pi

’
unus 　lanne．s’iana　Wils，　

LKawazU−zakura ’
）

は 1955年 頃，静岡県河 津町 田 中 の 飯 lll勝美氏 に よ り， 静岡

県河津町 で 発見 さ れ，1973年に 伊豆 環境緑化推進協議会 に

よ り，
‘
カ ワ ヅ ザ ク デ と命名 された 〔村 田，1997）．開花期

が 2 月 E旬〜3 月上 旬と 甲 くt 蕾は 紅色 が 強 く，満開時 に

は 淡紅色で 花径 は 約 3cm と大きい こ とか ら，現在で は伊豆

半島 を 代表す る 早咲きザ ク ラ と して 全国的 に 注 日 され て

い る （村 田，1997）．
‘
カ ワ ヅザ ク デ の 育成 に は カ ン ヒ ザ ク

ラ （Pxumts　campanulata 　Maina．） と オ オ シ マ ザ ク ラ （Prunus

tannesiana　Wilson　var ．　speciosa 　Makino ） （末松 ・水 戸，2003；

田 村 ・井山 ，
1989；角 田，1976）ある い ぱ ，カ ン ピ ザ ク ラ と

カ ン ザ ク ラ　（i’runus × Kanzakura　Makino） 〔村 出，1997）が

関わ っ て い る と考 え られ て い る．

　静岡県農業試験場 南伊豆 分場 で は ，前身 で あ る 有用植物

園，伊豆 振興 セ ン タ ー南伊豆 農場時代 か ら，地 域 の 自生植

物 の 利活用 に 取 り組 ん で きた 〔水戸，2002）．特 に
‘
カ ワ ヅ ザ

2005年 10月 19 日　 受付．2006 年 2 月 10 凵　受理．
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一
部 ば 園芸 学会平成 16年 度秋 季大会 に お い て 発 表 した，
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ク プ に つ い て は ，早 い 段階 か ら関わ りを 持ち，南伊豆町

有 廊崎地内 の 大久保試験地 に 母樹園 を設け，そ こ か ら 多く

の 苗 を増殖 した （水戸，2002），伊豆 振興 セ ン ター南伊 豆 農

場時代の 1980 年 か ら 1986 年に は 1，852 本を 増殖 し，こ の

うち河津町 に 1
，
230 本 ， 南伊豆 国亅に 502 木， 下 田 市，西 伊

豆 町 に そ れ ぞれ 60本 を供給した （水 戸，2002 ；静岡県農業

試験場 南伊豆 分 場 ，2002 ），河 津町 で は 1975 年 に 町 の 木 に

制定 す る と と もに 町 内へ の 植栽を す す め，現在 で は 約 1万

本 が 同 町 内 に 植栽 され て い る．原木は 河 津町 田 中に 現 存

し，河津町は こ れ を 2005 年 2 月 3 日に 町 の 天然記念物 に

指定 した．同 町 で 毎年 2 月 10 日か ら 3 月 10 日 ま で 開催さ

れ る 「河津桜 ま つ り」 は
，

多 くの 観光客 が 訪れ る こ とで 知

られ ，20  4 年に は 122 万 人 もの 観光客が 訪れ た．また ，ほ

ぼ同時期 に 南伊 豆 町 内で 行わ れ て い る 1み な み の 桜 と菜 の

花 ま つ り」 に お い て も，2004 年 に 37 万人を 超 え る 人出 が

あ っ た．こ の よ うに
‘
カ ワ ヅ ザ ク デ は南伊 豆 地 域 の 極 め て

重要な観光資源 として 位置づ けられ て い る．

　 こ の
‘
カ ワ ヅ ザ ク デ に つ い て は ，地 元 で は 年 に よ り約

1 か 月程度開花 冂 が 異な る とい わ れ て い る．こ の た め ，地

域 か ら
‘
カ ワ ヅザ ク プ の 開花生 理 の 解明や 開花予測 に つ

い て 要望 され て い る．サ ク ラ で は
‘
ソ メ イ ヨ シ プ （青野

・

小元，1990；金関，1985；小元 。青野，1990；篠原，1951，1953）

を は じめ と し て ，ヤ マ ザ ク ラ （PrunUb’．iama，sakura 　Sieb．　ex
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Kojdz ．） 〔石 井，1992），
‘
コ ヒ ガ ン

’
（Prunus　x　subhirtella

‘Subhirtella’） （石 井
，

1992），カ ン ピ ザ ク ラ 〔上 里，1993）

な どで 開花期 と気温 の 関係に つ い て 報告さ れ て い る．しか

し，
‘
カ ワ ヅザ ク デ の 開花 に つ い て は 立地条件や気象条件

な どを含め て 調 査が行わ れ て い る わ け で は な く，詳細 に つ

い て は 明 らか に され て い ない ．

　本研究 で は，物 ワ ヅザ ク ラ
’

の 観光的利用をさ らに 進 め

るた め，2002年か ら 2005年 の 4 年 に わ た り，南伊豆 地域

に お け る 標高の 異 な る 8 か 所 の
‘
カ ワ ヅ ザ ク デ の 開花 と

気温 に つ い て 調査 し，両 者 の 関係 に つ い て 検 討 した．ま た，

「河津桜 まつ り」 が開催 さ れ る河津町田 中 と，「み なみ の 桜

と菜 の 花 ま つ り」 が 開催され る 南伊豆 町青野川堤防 に お い

て
‘
カ ワ ヅ ザ ク ラ

’
の 開花の 個体兼 に つ い て も調査 した．

　　　　　　　　　材料および方法

1．南伊豆 地域 8 か所 に お ける
‘
カ ワヅザ ク ラ

’
の 開花期 と

　 気温 と の 関係

　南伊 豆 地 域 の 標高 の 異 な る 8 か 所 （第 1 図 ） で，そ れ ぞ

れ の 地点で 開花状況 の 推移 が 中間的な
‘
カ ワ ヅザ ク デ の

個体 を 開花標準木 と し （第 】表），2002 年か ら 2005 年の 4

年間，各調査地点 に お い て 開花標準木 の 開花状況 に つ い て

調査 し た ．開花状況 の 調査 は 1月 か ら 3 月 に か けて 継 続 的

に 行 い ，2 分咲 ぎ 目，5 分 咲 き 口 お よ び 満開日を そ れ ぞれ 決

南伊 且 町伊浜

標 高　150m

南伊 丘 、1青野∫lr堤防 ？
！0

標高 8m

米
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半
島

南伊豆 町 石廊 崎
標高 20m

／

河津町梨不登尾

標高　 1〔エ9m

／
　 　 　 　 河津 町 ヒ滝ル

ープ橋 下

　 　 　 　 標 咼 1yo阻

河 津町体ケ野

標高 z20m

訶津 ll「亅田中（役場）

標 高　li月L

定 した，気温は 8 地点そ れ ぞれ で 観測 し た ，気温 の 観測 は

自記 温 度 記 録 計 （サ ーモ レ コ
ーダ ー ミ ニ RT30S 　 エ ス ペ ッ

ク ミ ッ ク社製）を設置 し ，
11月 か ら翌年 の 3 月 ま で の 5 か

月間，1時間 ご とに 測定 し，口平均，日最高 お よ び H最低

気温 を そ れぞれ算出 し た．調査 は 開花状況と同様 に ，2002

年 （2001年 11月か ら 2002 年 3 月） か ら 2005 年 （2004 年

“ 月か ら 2005年 3月）まで 行 っ た，し か し，2002年と 2003年

の 河津町梨本登尾，2003 年 の 南伊豆田亅伊浜 に お い て は 調査

途中 で 温度計が 紛失 し た た め，気温 の データ を得る こ とが

で き な か っ た．

2．
‘
カ ワヅザクラ

’
に おける開花 日と気温 との 相関

　気温 が 開花 日に 最も大き く影響を与え る時期を推定す る

た め ，開花 日 （2 分咲 き日）を始点 と し て 開花前 80 日 ま で

1 凵ず つ 遡 り，そ れ ぞ れ の 期間 に お け る 日平 均，日最低，口

最高気掃 の
’lz均を求め ，開花日 （1 月 lH か ら 2 分咲き 日

ま で の 日数） との 相関 を求 め た ．また ，最 も相関係数が 小

さ か っ た 期間 の 平均気温 と開花 冂 との 同 帰分析 も行 っ た．

解析 に は 1．で 得 られ た 8 地点 4年分 （うち 3 組は 欠測）の

計 29 組 の 開花 目 と気温 を 用 い た，

3．河津 町 田中と南伊豆 町青野川堤防に お ける　
‘
カ ワヅザ

　 クラ
’

開花状況 の 個体差

　1河 津 桜 まつ り
1

が 開 催 され る河 津町 田 中 と 「み なみ の 桜

と菜 の 花 ま つ り」 が 開催 さ れ る 南伊 ff1町 育野川堤防 に お い

て
‘
カ ワ ヅ ザ ク ラ

’
の 開花状況 の 個体差に つ い て 調査 した．

開花状況 は 未 開花 か ら散 り盛 ん ま で を 12 段階 に 区分 し，

観察に よ り
‘
カ ワ ヅ ザ ク デ の 開花程度 を 当て は め た ．河津

町田 中 で は 20   5年 2 月 18 日に 274 本 を，南 伊豆 町青野 川

堤防で は 2005年 2刀 23 日に 248本をそ れぞれ調査 した．

河津町 浜 〔駅HD
標 高 5m

第 1 図　本 研 究 で
‘
カ ワ ヅ ザ ク デ の 開花 期 と気温 を 調査 し た

　 　 　地点

　　　　　　　　　　 結　 　果

1．南伊豆地域 8 か所 に おける　
‘
カ ワ ヅザクヲ 　の 開花期 と

　 気温 との 関係

　各調査地 に お ける 2004 年 の 10 月 卜句か ら 2005 年 の 3月

一L旬 ま で の 旬別平均気温 の 推移を み る と，海沿 い で 標高の

低 い 場所 で は 高 く，内陸部 で 標高の 高い 場所 で は低 く推移

して い た 〔第 2 図），調査 した 他 の 年 に お い て も同様 の 傾向

を示 した （データ 省略）．

　南伊 豆 地 域内に お け る　
‘
カ ワ ヅ ザ ク ブ の 開花 目 は 調査

第 1 表 　
’
カ ワ ヅ ザ ク デ の 各調 査 地点 に お け る 2002 年 か ら 2005 年 の 開 花 日

z

調査 地 点 標 高 （m 〕 2002年 2003年 2004年 2005年 平均　　 最早最遅 の 差

河津町田中 （役場）

河津町浜 （駅前〕

河津町佐 ケ 野

河 津町 ヒ滝 ル
ープ 橋 ド

河津町梨本登尾

南伊豆 町 青野川堤防

南伊豆 町石 廊崎

南伊豆 町 伊浜

11
　 5220190409

　 820150

1月 26R2
月　i 口

2 月 17 日

1刀 29 日

2月 24 目

2丿J2 日

1 月 28 口

2月 12 日

2 月　6H2
刀 17 目

2 月 24 日

2 月　9 日

3 月 14 日

2 月　8 日

1 月 23 口

2 月　6 日

2刀　9 日

2 月 19 日

2月 23 凵

2 月　9 日

3月　2 日

2月 13H2
月　4 日

2月 13 凵

2 月　2 日

2 月　3 日

2 月 18 日

2 月　lH
2 月 20 日

1月 27 日

1月 27 日

2 月 15 日

2 月　3 日

2 月 12 日

2 月 21 日

2 月　5 口

3 月　4 冂

2 月　7 口

1 月 28 日

2 月 10H

14 日

18 日

7 日

11 日

22 目

17 日

】2 日

9 日

z
開花 Hは 2 分咲きの 日

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

園学研．（Hort．　Res．（Japan）） 5 （3）：331−336．2006． 333

地 に よ り約 1 か 月異な っ た （第 1表，第 3 図）．4 年間の 平

均開花 日を み る と，最 も甲・か っ た の は 南伊豆 MI　E）
’
廊崎の 1

月 28 日，最 も遅か っ た の は 河津町登尾 の 3 月 4 日 で ，気温

が 高 く推移 し て い た 場所で は 早 く，気温 が 低 く推移す る 場

　 20

　 18

旬 16

半 1・1
均 t2

気 10
温

86

・

） 1
　　 10月下句 　 11月下旬 12月 下旬　 1月 下旬 　 2月 下旬

一
塗
一一河津町 田中 （役場）

一一棚 一一河 津田」浜 （駅前）

＿＿br −・河 津町 佐ケ野

＋ 河 津町 七 滝ル
・一プ橋 F

一一一
〇m・『一河 津Ilrr梨本登 尾

一か 一南伊旦 田1育野 川堤 防

一一 一南伊9 町イ「廊 崎

一 一南伊豆 町伊浜

第 2 図 2004年 10月 ド旬 か ら 2005年 3月 上 旬まで の 各 調 査

　　 地 点 に お げ る旬別 平均気温 の 推移

所 で ば 遅 くな る 傾向を 示 し た （第 1 表）．年次間差 を み る

と，河津町 田 中 〔役場）に お い て ，2002 年 と 2004 年 で は

約 2 週間 の 違 い が あ っ た ．2 分咲 ぎか ら 5 分咲ぎま で の 期

間は 平均 8 日間 で，5 分咲 きか ら満開 ま で は 約 100 間 で

あ っ た，他 の 7地点 ｝こ お い て もほ ぼ同様 の 傾向が み られ た

（第 2 表）．

2．
‘
カ ワヅザ ク ラ

’
に お け る 開花 日 と気温 との相関

　開花 日 （2 分咲き 日）を始点 と して 開花前 8  R ま で IH

ずつ 遡 り，各 日数が 対応 した 期間 に つ い て 日平均，日最低，

囗最高気温 の 平均を求 め ，開花 目 〔1 月 1 目か ら 2 分咲 き

口 ま で の 口 数 ）と の 相 関を 求め た ．日平 均，日 最 低，凵最高

気温 い ずれ に お い て も開花 日 との 相関は 開花前 20 円以降

か ら徐 々 に 相関係数が 小 さくなり，特 に 開花前 51 日か ら

70 凵の 期 間 が 小 さ か っ た （第 4 図 ），最 も相 関係数が 小 さ

か っ た の は，口平均気温 で は 開花前 67 凵 目 の 一〇，763，日

最低気温 で ぱ 開花 前 67 日 目の 一〇．720 だ っ た ．日最高気 温

は 日平均，日最低気温 とほ ぼ同様 の 傾向を示 した が，最 も

相関係数 が 小 さ か っ た の は 開花前 79 日 囗で 一〇．705 で あ っ

た，また，開花 日 と開花前 67 日間の 平均気温 に つ い て 回 帰

分析を 行 っ た 結果， 開花 日 y と開花前 67 日 間の 平均気温 x

に つ い て y＝−4．49x ＋ 72．70 の 回 帰直線が 得られ，気 温が 高

くな るほ ど開花 日は 早 くなる傾向を示 した （第 5 図）．

〜卩∫津町 田　巾　　（彳殳場 ）

標高 11m 散 り始 め

　　河 津町 梨本 登 尾

標 高 409 皿 　1分 咲 き

　河津町 浜 （駅 前）

標高 5m 　満開

南伊豆 町 青野 川 堤 防

標 高 8皿 　満 開

　　河津 町佐 ケ 野

標高 220m 　4 分咲 き

　 南伊 豆 町 石 廊崎

標 高 20m 　散 り盛 ん

河津 町七 滝ル
ープ橋 ド

標高 190m 　8 分咲 き

　　 南伊 豆 町伊 浜

標 高 150m 　 9 分 咲 き

第 3 図 2004 年 2 月 27 日に お け
』
る 各 調査地点 の

‘
カ ワ ヅ ザ ク デ の 開花状況

第 2 表 　
‘
カ ワ ヅ ザ ク デ の 河津町 田 中 （役場 ）に お け る 2002 年か ら 2005 年の 2 分 咲 き，5 分咲きお よ び 満開 目

年 2 分咲 き 日 5 分 咲 き 目 満開 日
2 〜5 分咲 きの 　 　5 分 〜満 開 の

　　 期間　　　　　 期間

2 分〜満 開 の

　　期間

2002年
2003年
2004年
2005年
平均

1 月 26 日

2 月　6 日

2 月　9U2

月　2 日

2 刀　3U

2月　1 日

2月 10 日

2月 17 日

2月 16 日

2刀 11U

2 月 12 日

2 月 21 日

2 月 23H2

月 28 日

2 月 211i

6 日

斗 日

8 目

14 凵

8H

11 日

ll 日

6 日

12 凵

10 日

17 目

15 日

14 日

26 日

18 日
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第 5 図 開 花 前 67 日間 の 平均 気 温 と開 花 日との 関係

3．河津町 田 中 と南伊豆 町 青野川堤防 に お け る
‘
カ ワ ヅザ

　 ク ラ
’
開花状況の個体差

　河津町田中で は ，2005 年 2 月 18 日調査時 に，5 〜8 分咲

きを 中心 に 分布 し，1 分咲 きか ら散 り始 め ま で の 個体が観

察 され た．南伊豆 町 青野川堤防 で は
，
2005年 2 月 23 日調

査時 に 満開
〜

散 り始め を 中心 に 分布し，3 分咲ぎか ら散 り

盛ん ま で の 個体が観察 され た （第 6図 ）．

考　 察

　南伊豆地域 の
‘
カ ワ ヅザ ク デ で は総 じて 標高 が低 く気

温 の 高い 場所 か ら 開花 が 始 ま る こ とが 認め られ た．
‘
ソ メ イ

ヨ シ ／ で は，冬季 の 低温遭遇 が 開花期 に 影響 を与え る こ

とが 報告され て い る （永 田 ・万木，2003）．
‘
カ ワ ヅザ ク デ の

片親と考え られ て い る カ ン ピ ザ ク ラ に つ い て は，上 里 ・比

嘉 （1995 ） は 沖縄 に お い て 標高が 高 く最 低 気温 の 低 い 場所

か ら開花が 始 ま b，低温遭遇 の 過不足 が 開花期 の 早晩に 影

響を与え て い る と して い る．
‘
カ ワ ヅザ ク ラ

’
は 早咲きの サ

ク ラ で あ り （村 田，1997），
‘
ソ メ イ ヨ シ プ や カ ン ピ ザ ク ラ

とは 単 純 に は 比 較 で きな い が，1．と 2．の 結果 か らみ て 冬

季 の 気温が 高 い ほ ど
， 開花が 早 ま る と 考 え られ た，

　 し か し，例外的に 河津町 田 中 （役場）と河津町浜 （駅前）

の 比較 で は，ほ ぼ同程度 に 気温 が推移 し て い る の に も関わ

らず，開花 日 に 違 い が あ っ た ．ま た ，河津町七 滝ル ープ 橋

下 の よ うに 比較的気温が 低 く推移し て い る場 所 に お い て も

開花が 早 くな る現象が 確認 された．
‘
ソ メ イ ヨ シ ノ

’
で は 地

形や 建造物に よ る 開花 目の 変動 が 報告され て お り （高砂，

1957），植栽場 所 に よ り気温 の 影響 が 異 な る可 能性 もある．

今後，さ ら に デー
タ を 蓄積 し て，開花時期 の 地 域 間差 に つ

い て 明 ら か に して い く必 要 が あ る．

　
‘
ソ メ イ ヨ シ ノ

’
に つ い て は ，地域 に よ っ て 差は あ るが 開

花前35 〜70 日以降の 気濕 が開花 に 影響を与え る こ とが報

告 され て い る （小元 ・青野，1989 ；篠原，1951，1953）．
一・

方，

中川 （1972） は 同様 の 調査を ウ メ （Ptvnus　mume 　Sieb．　et

Zucc，），ア ン ズ （Prunus　armeniaca 　L．），ス モ モ （Prunus　salicina

Lindl．），リ ン ゴ （Maius　pormila　MM ．　var ．　domestica　Schneid．），

ナ シ 　（Pyrus　serotina 　Rehd．），　ク リ　（Castanea　crenata 　Sieb，　et

Zucc．），
ブ ド ウ （ntis　labrusca　L．）に つ い て行 っ て お り， 樹

種や 調査地点 に よ り違い は あ るが，満開前 40 口前後の 平均

気温 また は 最高気温が高い ほ ど早 く開花す る こ とを明らか

に し た．南伊豆 地域 の
‘
カ ワ ヅ ザ ク デ に つ い て み る と，

開花前 51 〜70 日以降の 気温 と開花日 と の 相 関係数 が 最も

小 さ く （第 4 図），ま た こ の 期問 の 気温が 高 くな るほ ど開花

日 は 早 くな る 傾 向を示 し て い た （第 5 図 ）．開花 前 51 〜70
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第 6 図 　河津 町 田 中 と 南伊 豆 町青野 川 堤 防 に お け る
‘
カ ワ ヅザ ク プ の 開花 状況
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目は 11刀下旬〜12 月上 旬 に あた り，それ 以 降 の 気温が 開

花に 影響を与え る も の と考 え られ た，こ の 結果か ら ，

‘
カ ワ

ヅザ ク ブ で は 既 に こ の 時期 に は 自発休眠 が 覚醒 して い る

可能性 が あ る．本 研 究 で 調 査 した 地 点 の ll月 の 目最 低 気温

を み る と
， 概 ね 10°C を ド回 る こ と は 少 な か っ た （デ

ータ

省略），サ ク ラ で は
‘
ア サ ヒ ヤ マ

’
で ，10DC 以 Fの 低温 が 自

発休眠 の 覚醒 に 右効 と され る （永 田 ・万木，1982 ）．ま た，

勝木 （1989） は
‘
ケ イ オ ウ ザ ク デ　に お い て 特に 8°C が休

眠覚醒 に 有効 な温度 と して い る，こ れ ら の こ とか ら，
‘
カ ワ

ヅザ ク デ は こ れら とは 異な り，自発休眠 の 覚醒 に 有効な

低温 の 範囲が 相対的 に 高い か，必 要とす る低？H へ の 遭遇時

間 が 短 い こ とが 考 え られ る．今後，自発休眠 の 覚醒時期 と

自発休眠覚醒 に 必 要な低温要求量 に つ い て 検討 す る 必 要が

あ る．

　
‘
カ ワ ヅザ ク デ の 開花 は比較的緩慢 に 進 み，4 年間の 平

均 で は 2 分咲きか ら 5 分咲き まで 8 目，花 の 見頃 で あ る 5

分 咲 き か ら満開ま で 10 口で ，2 分咲 き
r
か ら満開 ま で は 18

目 と長か っ た．南伊豆地域内 に お ける 開花 凵 に は 約 1 か 月

の 地 域間差 を 認め て お り，散 り終わ りまで を通算す る と当

地 域 に お い て 1 月か ら 3 刀 まで の 長期問に わ た りい ず れ か

の 場所 で 開花 が 見 ら れ る こ と と な る．本 研 究 で 得 られ た

データ は
‘
カ ワ ヅ ザ ク デ が い つ 頃 ， どの 場所 で 見頃 で あ る

か とい う情報を提供す る 上 で の 基礎資料 と な り，観光面 で

の 活用 が期待 さ れ る．ま た，
」
ソ メ イ ；

−1 シ プ 等 で は い くつ か

の 手法 に よ る 開花予測法 が確 立 し て お り （占
：

野・小元，1990；

小尤 ・占野，1989），こ れ らを参考 に し，さ ら に
‘
カ ワ ヅ ザ

ク デ の 生態的な 特性 を 明 らか に して い くこ とで，地域 に

即 し た 開花予測 モ デ ル の 作成に つ な が る と期待され る．

　河 津 山」田 中 お よ び 南伊 豆 町 青野 川堤 防 に お け る　
‘
カ ワ ヅ

ザ ク デ の 開花状況は ， ある程度 の 個体差 は ある もの の ，平

均値を 中心 と した 度数分布を 示 し て お り 〔第 6図 ），地 域内

で 開花が 連続 して 進 ん で い くこ とが 認め られた．ま た，南

伊豆 地域内に お ける 開花 日 の 地 域間差 とあわ せ ，
‘
カ ソ ヅ ザ

ク デ に は冬季に 長 期間開花 を続 け る性質 が 認 め られた．こ

の た め ，
‘
カ ワ ヅザ ク デ の 観賞期聞は 概 ね 2 分咲 き頃か ら

始 ま る と考え られ，今後，2 分 咲 きの 日を 目標 に 予 測 す る モ

デ ル を 作成す る こ とが 観光面 で の 利用上 有益 と思わ れ る．

　以上 の 結果 か ら，
‘
カ ワ ヅ ザ ク デ の 開花 日は 南伊豆 地 域

内に お い て約 1か 月 の 地域問差 が あ り，同
一

地点 に お ける

開花 目 も過去 4 年間 で 最大 2 週間 以 ヒの 違 い が あ っ た．2

分 咲 きか ら満 開 ま で の 期 闇 は 平 均 18H 間 と長 期 間 開 花 を

続ける 性質が 認 め られ た ．物 ワ ヅ ザ ク デ の 開花 日 （2 分

咲き） と気温 との 関係を み る と，開花前51 〜7〔〕口以降の

気温が 影響 を 5・え て い る もの と考 え られた．ま た 河津町 田

中 と南伊豆 田∫青野川堤防 の
‘

カ ワ ヅザ ク デ の 開花状況 に は

個体差 は あ るが ，平均値を 中心 と した 連続的 な度数分布 を

示 し て お り， 地域内で 長期間連続 し て 開花 を 続け る 性質 が

認め られ た．

　　　　　　　　　　 摘　 　要

　伊豆 半島を代表す る早咲 きザ ク ラで あ る 切 ワ ヅ ザ ク プ

の 南伊 V：地 域 に お け る開花期 を 調査 し，開花 日 と気温 と の

関係 に つ い て 検討 し た ．

　4年間 の 平均開花円 （2分咲き 1．1）は，気温 が 高 く推移 し

て い た 地点で は 早 く，気温 が低 くす る 地点 で は 遅 くな る 傾

向を 小 し，南伊豆 地 域内 に お い て も約 1 か 月 の 差が 確認 さ

れ た．年次間差 で は 4 年間 の 調脊 で 約 2 週間 の 違 い が あ っ

た．開花期間は 2 分咲 ぎか ら満開 ま で が Y 均 18 日 と比較

的観賞期間 は長 か っ た．開花 日 （2 分咲き H ）と気温との

相関 は ，11月 ド旬か ら 12月上 旬 に あた る 開花前 51 −一
　70

冂以 降 の 気 温 と の 相 関 が 高 か っ た，河 津 町 田 中 と南 伊 豆 町

育野川堤防に お ける
‘
カ ワ ヅザ ク デ の 開花状況 に は 個体差

が 確認 され，地域内で 長期間連続 し て 開花を 続 け る性質が

認め られ た．

　謝 辞 調査 を行 うに あた り，河津町 河 津町 観光 協会，
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こ に 記 し て 深謝す る．
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小元 敬男 ・青野靖之．1990．都 il∫昇温 の サ ク ラ の 開花 に 及

　　 ぼ す影響 に つ い て ．農業気象．46：123−】29．

篠原久男．1951，気温が ソ メ イ ヨ シ ノ の 開花 日 に 影響す る

　　時期．農業気象．7：19−20．

篠原 久 男．1953．朝鮮 の 桜 開花 目に 影 響す る気 温．農業気

　　象．　8：23−2斗．

静岡県農業試験場南伊豆 分場 2002．資料第 2018 号．南伊
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The Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

336 村上　覚 ・末松信彦 ・水戸喜平 ・中村新市

　　豆分場 の 種苗等 の 配布状況 （含む有用植物園伊豆振興

　　セ ン タ ー
南伊豆農場）．p．5−18．静岡県農業試験場南伊

　　豆 分場．静 岡．

末松信彦 ・水戸喜平．2003，
‘
カ ワ ヅ ザ ク デ の 実生 と思わ れ

　　 る サ ク ラ の 特 性．静 岡 県 農 業 試 験場 研究 報 告．48：47−

　 　 56．

高砂　学．1957．ソ メ イ ヨ シ ノ ザ ク ラ の 開花期 と落花期 に

　　関す る 小観測 （続報）．産気調報．20：7−12．

田 村仁
一。井山審也．1989．遺伝研 の 桜．p．　i8，国立 遺伝

　　学研究所，静岡，

角田春彦．1976．桜．p．40−60．静岡県 さ くらの 会．静岡．

上 里 健次．1993．沖縄 に お け る ヒ カ ン ザ ク ラ の 開 花 期 に 関

　　す る 調 査 研究 琉 球大学農学部学術報告．40：1−7．

上 里健次 ・比嘉美和子．1995． ヒ カ ン ザ ク ラ の 開花期 とそ

　　 の 地域差 に 関す る 調査研究．琉球 人学農学部学術報告．

　 　 42： 1−8．
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